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内容の要旨及び審査の結果の要旨
Ａ群レンサ球菌の疫学解析の手段としてＭ血清型別とＴ血清型別が有効とされてきた。しかし、
Ｍ血清型別は、Ｍ蛋白が病原因子として重要であるにもかかわらず、抗血清の作製が難しく、市販
血清もないことから、ほとんど実施されてこなかった。近年、Ｍ蛋白遺伝子（e、、）の５末側領域
の塩基配列を調べることによりｅ､加型別を行うことが可能になり、Ｍ血清型別にかわる手技とし
て報告された。本研究は、Ｔ/e、]型別の疫学解析における有効性を検証し、また、咽頭炎や皮膚感
染症に特異的なＴ/ｅｍｍ型が存在するかどうかを明らかにするために行われた.
成績は以下のように要約される。
（１）1990～1999年の１０年間に富山県内の医療機関で分離されたＡ群レンサ球菌906株について
Ｔ血清型別を行った。咽頭炎患者の咽頭由来699株では、Ｔ1２（201株)、Ｔ１（121株)、Ｔ４型（119
株）が多く、皮膚感染症患者の皮膚由来80株では、Ｔ2８（１５株)、ＴＢ３２６４（１５株)、Ｔ1１（１４
株)、Ｔ型別不能（１２株）が多かった。
（２）分離菌１９０株についてｅｎｌｍ型別を行ったところ、すべて型別可能であり、２９種の型に分け
られた。同じＴ型の菌株でも複数の異なるｅｍｍ型に分けられる場合があった。Ｔ型別不能３４株は
１４種のemm型に細分され、そのうちｅ､、]58型が13株（38％）と多いことが分かった。
（３）３つの新しいＴ型とｅ､〕刀〕型の組み合わせ(T8/enm]77,Ｔ18/emm77､TB3264/e、、50,62）
が見つかった。
（４）咽頭炎由来８２株では、Ｔ12/emml2、Ｔ１/enm1、Ｔ４/ｅｍｍ４型が多かった。一方、皮膚感
染症由来８０株ではＴ11/emm89、Ｔ28/emn]28,Ｂ3264/ｅｍｍｌ３ｗ、Ｔ型別不能/emn]５８が多か
った。
以上のことから，Ｔ/emm型別がＡ群レンサ球菌の疫学解析に有用であること，また，咽頭炎及
び皮膚感染症にはそれぞれ特定の菌型が関与していることが明らかとなった。
本研究は、１０年間の長期にわたり分離収集された多数のＡ群レンサ球菌に対して疫学解析を行っ
た研究であり，その結果は本菌感染症の実態把握に寄与する労作と評価された。
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